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12-2 地質調査

建築施設計画箇所付近の地質を確認するため、地質調査を実施した。

次頁に調査内容及び調査結果を示す。

【地質調査項目】 

・ボーリング調査 2 箇所

・CBR 試験 採取資料 8 試料（8 箇所分）

・室内コーン試験 5 試料（5 箇所分）
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12-2 地質調査

建築施設計画箇所付近の地質を確認するため、地質調査を実施した。

次頁に調査内容及び調査結果を示す。

【地質調査項目】 

・ボーリング調査 2箇所

・CBR 試験 採取資料 8 試料（8 箇所分）

・室内コーン試験 5試料（5 箇所分）

調査概要 

(1)調査目的

本調査・試験は「草津川跡地他(区間6)実施設計他業務」において、計画道路に対する路床土

評価の資料としてCBR試験、現地発生土の再利用検討のための室内コーン試験ならびに計画施設

の設計用資料としてボーリング調査(標準貫入試験併用)を実施した。 

本報告書はこれら調査結果を取りまとめたものである。 

(2)調査仕様

調査件名：草津川跡地他(区間6)実施設計他業務

調査場所：滋賀県草津市大路二丁目 他 

調査期間：令和 5 年 12 月 5 日 ～ 令和 5 年 12 月 18 日 (現場調査期間) 

発 注 者：草津市建設部草津川跡地整備課 

受 注 者：株式会社 E-DESIN 

大阪府大阪市中央区南船場1-9-1 ワイケー南船場7階 

TEL：06-4964-5151  FAX：06-4964-5152 

(3)調査数量

1)CBR試験

・CBR試験(変状土) 試料採取  3箇所 

 CBR試験  8試料 

2)室内コーン試験

・室内コーン試験  試料採取  5箇所 

室内コーン試験  15試料 
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3)ボーリング調査

・ボーリング調査  2箇所 

φ66mmノンコアボーリング 25m/箇所 計 50m 

標準貫入試験 25回/箇所 計 50回 

実施数量表は以降の表1.3.1に示すとおり 
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表1.3.1 調査数量表 

B-1 B-2 C-1 C-2 C-3 C-4 C-5 C-6 C-7 C-8

粘性土、シルト ｍ 3.35 7.00 10.35

砂、砂質土 ｍ 11.60 14.70 26.30

礫混じり土砂 ｍ 10.05 3.30 13.35

土砂(CBR用) ｍ 5.20 6.60 3.30 3.70 18.80

ｍ 25.00 25.00 5.20 6.60 3.30 3.70 68.80

ｍ 1.50 1.50 1.50 1.70 6.20

粘性土、シルト 回 5 7 12

砂、砂質土 回 12 14 26

礫混じり土砂 回 8 4 12

合　計 回 25 25 50

試料 1 1 1 1 1 1 1 1 8

試料 1 1 1 1 1 1 1 1 8

試料 2 4 5 2 2 15

試料 2 4 5 2 2 15

箇所 1 1 2

ｍ 100 100 200

箇所 1 1 2

ｍ

増減

室内コーン試験用採取

移動費(要特装車)

給水　ポンプアップ

コーン
試験 室内コーン試験用採取

BOR

原位置
試　験
ほ　か

合　計

ノンコア
ボーリング
φ66㎜

ボーリング/コーン

CBR
試験

CBR試料採取

変状土CBR試験

伐採、搬入路作り

CBR/コーン

手掘り(CBR用)

平坦地足場仮設(嵩上げ)

標準貫試験

仮設他
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(4)調査位置 

 

 今回の調査位置を図1.4.1に示す。 
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図 1.4.1 調査位置図 
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2) CBR試験 

CBR試験は、日本産業規格(JIS A 1211)に準じ、設計CBRを求めるための試験方法によって実

施した。 

試験方法は前述の方法にて採取した土質材料(路床土)から37.5㎜以上の礫を取り除いた、も

のを試験用試料とし、この試料を自然含水比の状態でモールドに3層に分けて入れ、上記規格に

準じ、4.5㎏ランマ(図2.1.4)で各層67回ずつ突き固め4日間水浸する。 

この「水浸」については、降雨が長期にわたって継続した場合など、土が浸潤した最悪の状

態に陥った場合を想定したものである。 

水浸した供試体は、貫入試験を行ってCBR値を求め、路床土の支持力を判定した。 

1試料における供試体(モールド)は前出の「道路施設設計要領」に準じ、1試料につき3供試体

(モールド)作製した。試験に使用した器具を図2.1.5に示す。 

 

図2.1.4 モールド及び突固め用ランマー 

 

 

吸水膨張試験              ＣＢＲ試験 

図2.1.5 CBR試験装置 

(地盤材料試験の方法と解説：地盤工学会) 
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 CBR試験結果によるCBR値の算出方法は、以降に示す式2.1.1を用いる。同式における「標準

荷重」とは表2.1.1に示す標準荷重を示す。 

 

 

荷重(kN)            
CBR= ―――――――― ×100   ････････ 式2.1.1 

標準荷重(kN)            
 

 

表2.1.1 標準荷重強さおよび標準荷重の値 

貫入量 

(mm) 

標準荷重強さ 

(MN/m2) 

標準荷重 

(kN) 

2.5 6.9 13.4 

5.0 10.3 19.9 
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(2)室内コーン試験

本調査地では、草津川跡地有効利用において、切土による建設発生土が生じるものと思われる。

本調査ではこれに先立ち、建設発生土に相当する土砂を対象として室内コーン試験を実施し、発

生土の土質区分を行った。 

1) 試料採取

試料採取は現状地盤高と計画道路高の高低差が1m以上となり、一定量の切土が生じる箇所とし、

CBR試験用試料採取位置ならびにボーリング調査位置と併用し、表1.3.1に示す5箇所にて実施し

た。試料は原則として1m毎に1試料とし、1m区間の土砂を混合し試験用試料とした。採取は図2.2.

1に示す自走式ボーリングにて採取を行った。 

採取した試料は含水比の変化がないようビニ－ル袋に密閉した後、試験室に搬入した。また、

試料採取後の掘削孔は、土層構成を確認した後、掘削地盤が下がらないよう十分な転圧を行い、

埋戻しを行った。 

図2.2.1 室内コーン試験用試料採取状況(機械掘削：地点No.C-4)(再掲) 
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図2.2.2 自走式ボーリングマシン(再掲) 

2) 室内コーン試験

室内コーン試験(突固めによるコーン指数試験)は、日本産業規格(JIS A 1223)に準じ、設計C

BRを求めるための試験方法によって実施した。 

試験は2.2.1で示した方法で採取した試料を定められた以下の方法で突き固めた供試体を作成

し、1cm/sの貫入速度で断面積3.24cm2のコーンを貫入させ得られる貫入抵抗力よりコーン指数q

cを求めるものである。 

表 2.2.1 室内コーン試験 
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(3)ボーリング調査 

 計画施設配置位置において、施設設計の基礎資料を得ることを目的としてボーリング調査

を実施した。 

 

1) 機械ボーリング 

 ボーリング調査は、ロータリー機能を有した自走式ボーリング機械(図2.1.1(2)参照)を使

用して掘削し、必要に応じてベントナイト泥水あるいはケーシングパイプを使用して孔壁崩壊

を防止した。 

掘進時における地質状況の変化は、ハンドルの振動やスライムの状況、後述する標準貫入試

験における採取試料を目視観察することにより判定し、ボーリング柱状図にまとめた。 

 

2) 標準貫入試験 

原位置における地盤の密実度を知るため、日本産業規格(JIS A 1219)に基づき、試掘終了後

の地盤を対象とし、原則として深度 1.0ｍ毎に標準貫入試験を実施する。当試験は、重量

63.5±0.5 ㎏のハンマーを 76±1 ㎝の高さから半自動落下自由落下させて、SPT サンプラーを 30

㎝貫入させるに必要な落下回数を N 値として記録するものであり、その結果をボーリング柱状

図にまとめる。  

N 値は 10 ㎝貫入毎に落下回数を記録するが、60 回落下打撃しても貫入量が 30 ㎝達しないと

きは、60 回落下打撃に対する貫入量を記録する。 

SPT サンプラーにて採取した土質標本は、含水が変化しないようにビニール袋に入れて保存

し、現地及び室内にて観察を行う。採取試料は標本ビンに入れ土質標本とする。  

図 2.3.2 に標準貫入試験方法及び器具を示す。 

また、表 2.3.1 に N 値と相対密度及び、せん断抵抗角との関係、表 2.3.2 に N 値と粘土の相

対稠度、一軸圧縮強さとの関係を示す。 
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図2.3.2 標準貫入試験方法及び器具(JIS A 1219) 

(地盤調査の方法と解説：地盤工学会) 

 

表2.3.1 N値と砂の相対密度の関係(Terzaghi ＆ Peck) 

Ｎ値 
相対密度 

(Terzaghi and Peck) 
現場判別法 

0～4 非常に緩い(very loose) 鉄筋が容易に手で貫入 

4～10 緩      い(loose) 
ショベル（スコップ）で掘削可

能 

10～30 中  位  の(medium) 
鉄筋を5ポンドハンマで打込み容

易 

30～50 密      な(dense) 同上，30cm程度貫入 

＞50 非常に密な(very dense) 同上，5～6cm程度，掘削につる

はし必要，打込み時金属音 

注）鉄筋はφ13mm       

(地盤調査の方法と解説：地盤工学会) 

 

 

(d)半自動落下
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表2.3.2 N値と粘土のコンシステンシー，一軸圧縮強さquの関係(Terzaghi ＆ Peck) 

Ｎ値 ｑu(kN/m2) コンシステンシー 

 0～ 2 

 2～ 4 

 4～ 8 

 8～15 

15～30 

30～ 

  0.0～ 

24.5 

 24.5～ 

49.1 

 49.1～ 

98.1 

 98.1～

196.2 

196.2～

392.4 

392.4～ 

非常に軟らかい 

軟らかい 

中位の 

硬い 

非常に硬い 

固結した 

(地盤調査の方法と解説：地盤工学会) 
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 地形地質概要 

 

滋賀県は近畿地方の東北端にあって、若狭、伊勢両湾の湾入により作られた地峡部にあた

り、大阪湾に至る低地帯の一部である。中央部には東北から南西にかけ琵琶湖があり、琵琶湖

の周囲には高い山々に囲まれている。 

滋賀県は琵琶湖を中心として周囲を野坂山地(北)、伊吹山地・鈴鹿山地(東)、比良山地

(西)、甲賀山地(南)が取り囲み、全体的に盆地地形を形成している。琵琶湖の東方、南東側は

県下で最も低平地が広く分布する。その一方、琵琶湖北方、西方は一般的に低平地の発達が乏

しく山地が琵琶湖に迫っている。 

本調査地は滋賀県草津市大路にあり、琵琶湖周囲に広がる低地に位置する。この低地は大き

く、湖北、湖東、湖西、湖南の4つに大別され、それぞれがいくつかの低地、扇状地、盆地等に

細分化されている。本調査地は図3.1.1に示すとおり、湖南低地(草津川低地)に位置する。 

 

 

調査地     

図3.1.1 琵琶湖沿岸域の地形区分 
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表3.1.1 滋賀県内の地形区分表 

 

 

 

草津川低地は草津川扇状地と草津川三角州に細分化され、本調査地は草津川三角州にあた

る。東側に位置する草津川扇状地の末端から湖岸までに広がる平坦な沖積低地で勾配もゆるや

かになっており、最も幅の広い場所で約600m程度を有している。 

草津川低地の地層は、図3.1.2に示すとおり、表層に軟質な沖積層が分布する。沖積層の基底

形状は概ね現地形と類似しているとされる。沖積層の基底高さは野洲川河口付近で概ねTP+60m

程度とされることから、下流低地の上流側にあたる本調査地では基底は現地形にそって高くな

っているものと推測され、地形的な特徴から沖積層の分布は上流に向かい薄くなっているもの

と推測される。 

沖積層は粘性土優勢ではあるが、野洲川の変遷により砂層が確認されるほか、基底に礫層を

伴う。なお、本調査地のように河川改修に伴う土地の改変がなされている地域においては薄層

の沖積層は人為的剥削され、盛土層が厚く自然地盤を覆う。 

広域的に沖積層の下位は洪積層地盤に転じ、全体的に礫がちな地層でとなるが、粘性土～砂

を狭在することが多く、薄層状に幾重かのサイクルをみせる。 

本調査地では上記のとおり、人為的な盛土層(堤体)の下位に洪積層が確認される可能性が高

い。 
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調査地  

図3.1.2 調査地付近の地質区分 
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 調査結果 

 

(1)試料採取結果 

 後述する設計CBR試験ならびに室内コーン貫入試験実施のため、以下の表4.1.1に示す考え

方に基づき、試験用試料採取を実施した。 

 設計CBR試験用試料採取は原則として道路設計に資する試料として、設計区間を代表しうる

地点を選定した。 

 後述するボーリング調査は設計区間内に設置される施設を対象とし、施設設置位置または

その近傍で実施した。 

 CBR試験用試料は選定した各地点において採取し、その深度については現状地盤高と計画道

路高の工程差から採取深度を決定した。なお、採取深度は「計画道路高-0.5m」としている。 

 室内コーン試験用試料は、切土により発生が見込まれる現地発生土を対象とし、CBR試験な

らびにボーリング調査にて切土厚が1m以上生じる地点において原則として1m毎に実施してい

る。 

 

 各試験用試料の採取数量を表4.1.2に各試料の採取位置ならびに深度を表4.1.2にそれぞれ

示す。 

 

表4.1.1 試料採取についての考え方 

調査 

項目 

用 

途 

条 

件 

GH-F

H 

考 え 方 

試料採取 

CBR 
コ

ーン 

人

力 

機

械 

機

械 

C B 

R 

道路

設計 

1.0m 

未満 

GHとFHの高低差が1m未満の場合は人力

による採取とする(一部、機械掘削で代

用)。 

採取は計画道路高-0.5mを目安とす

る。 

◎ - - 

1.0m 

以上 

GHとFHの高低差が1m以上の場合は機械

による採取とする。 

採取は計画道路高-0.5mを目安とす

る。 

- ◎ - 

室 

内 

コー

ン 

建 

設 

発生

土 

1.0m 

未満 

GHとFHの高低差が1m未満の場合は採取

しない。 
- - - 

1.0m 

以上 

GHとFHの高低差が1m以上の場合は機械

による採取とする。 

採取は1m毎とし、1m間の試料を混合す

る。 

- - ◎ 

全  般 
調査全般にあたり、試料採取が安全かつ、第三者、第三者車両に

影響のない位置、方法を優先的に採用し、採取を実施する。 
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表4.1.2 試料採取の数量 

調査項

目 

地点 

番号 

条 

件 

GH-F

H 

(m) 

採取方法ごとの数量 

(試料) 

CBR 
コ

ーン 

人

力 

機

械 

機

械 

CBR 

C-1 
 0.0

0 
1 - - 

C-2 
 0.0

4 
1 - - 

C-3 
-0.0

1 
1 - - 

C-4 
 3.7

3 
- 1  4 

C-5 
 0.2

9 
1 - - 

C-6 
 5.0

9 
- 1  5 

C-7 
 1.7

9 
- 1  2 

C-8 
 2.1

7 
- 1  2 

ボーリ

ング 

B-1 
 0.0

0 
- - - 

B-2 
 2.7

8 
- -  2 

合計 
CBR 

小計 4 4 - 

合計 8 - 

室内コーン - 15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

157



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表4.1.3 試料採取箇所ならびに深度一覧表 

調査項

目 

地点 

番号 

試料番号ならびに採取深度 

試料

番号 

採取深度 

GL(m) 

CBR 

C-1 C-1 -0.50 ～ -1.50 

C-2 C-2 -0.54 ～ -1.54 

C-3 C-3 -0.49 ～ -1.49 

C-4 C-4 -4.23 ～ -5.23 

C-5 C-5 -0.79 ～ -1.79 

C-6 C-6 -5.59 ～ -6.59 

C-7 C-7 -2.29 ～ -3.29 

C-8 C-8 -2.67 ～ -3.67 

室内コ

ーン 

C-4 

C-4-

1 
 0.00 ～ -1.00 

C-4-

2 
-1.00 ～ -2.00 

C-4-

3 
-2.00 ～ -3.00 

C-4-

4 
-3.00 ～ -4.00 

C-6 

C-6-

1 
 0.00 ～ -1.00 

C-6-

2 
-1.00 ～ -2.00 

C-6-

3 
-2.00 ～ -3.00 

C-6-

4 
-3.00 ～ -4.00 

C-6-

5 
-4.00 ～ -5.00 

C-7 

C-7-

1 
 0.00 ～ -1.00 

C-7-

2 
-1.00 ～ -2.00 

C-8 
C-8-

1 
 0.00 ～ -1.00 
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C-8-

2
-1.00 ～ -2.00

B-2

B-2-

1
 0.00 ～ -1.00 

B-2-

2
-1.00 ～ -2.00
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(2)CBR 試験結果 

 

 図1.4.1に示す8箇所において採取した試料を用いて、変状土CBR試験を実施した。試験結果

の詳細は巻末の「室内土質試験結果」に示すとおりである。 

 表4.2.1に試験結果の概要を示す。 

 

表4.2.1 CBR試験結果一覧 

試料番号 C-1 C-2 C-3 C-4 

試験方法 
締固めた

土 

締固めた

土 

締固めた

土 

締固めた

土 

貫入試験後含水比 ｗ2

(%) 
 9.5  8.3 11.6 12.7 

平均CBR (%) 54.66 89.56 55.66 25.44 

試料番号 C-5 C-6 C-7 C-8 

試験方法 
締固めた

土 

締固めた

土 

締固めた

土 

締固めた

土 

貫入試験後含水比 ｗ2

(%) 
12.8 10.8 12.9 10.0 

平均CBR (%) 27.19 37.23  2.9 32.18 
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(3)室内コーン試験結果

 現況地盤高(GH)から計画道路高(FH)を差し引いた切土高さ前述のCBR試験用試料採取のうち

4箇所に加え、計画施設設置位置の1箇所の計5箇所において、1m毎に試料を採取し、室内コーン

試験を実施した。試験結果の詳細は巻末の「室内土質試験結果」に示すとおりである。 

試験結果の概要を表4.3.1に示す。 

表4.2.1 室内コーン試験一覧 

採取地点 C-4 C-6

試料番号 C-4-1 C-4-2 C-4-3 C-4-4 C-6-1

目視による土質区分 
礫混じ

り砂 

礫混じ

り砂 

礫混じ

り砂 

礫混じり砂

～  

礫混じり砂

質粘土 

礫混じ

り砂 

突固め回数 回/層 25 25 25 25 25 

コーン指数 qc(kN/m
2) 

9864 9806 4269 4469 

採取地点 C-6 C-7

試料番号 C-6-2 C-6-3 C-6-4 C-6-5 C-7-1

目視による土質区分 
礫混じり粘

土質砂 

礫混じり砂

～  

礫混じり砂

質粘土 

礫混じ

り砂 

礫混じ

り砂 

礫混じり粘

土質砂 

突固め回数 回/層 25 25 25 25 25 

コーン指数

qc(kN/m2)
1377 5133 7105 3861 1191 

採取地点 C-7 C-8 B-2

試料番号 C-7-2 C-8-1 C-8-2 B-2-1 B-2-2

目視による土質区分 
礫混じ

り砂 

礫混じり粘

土質砂 

礫混じり粘

土質砂 

礫混じ

り砂 

礫混じり砂

～  

礫混じり砂

質粘土 

突固め回数 回/層 25 25 25 25 25 

コーン指数 qc(kN/m
2) 

5617 2759 6583 6744 1840 
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  考察 

 

(1)設計 CBR の算出 

 

1) 設計CBRの算出方法 

アスファルト舗装の設計に用いる路床土の設計CBRは、均一な舗装厚で施工する区間から得ら

れたいくつかの｢地点のCBR値｣より極端な値をのぞき、｢道路施設設計要領：防衛省｣に示す、以下

の式を用いて決定する。 

 

      区間のCBR＝各地点の平均値－各地点のCBRの標準偏差（σｎ－１） …… 式5.1.1 

 

ただし、路床土が2層以上の異なるCBR値を有する土層から構成される地点の平均CBRは、｢道

路施設設計要領｣による式5.1.2および下記事項にもとづいて算出することができる。 

 

3

〔式2〕ＣＢＲm＝〔 100 〕h1CBR1
1/3

+h2CBR2
1/3

+････････････hnCBRn
1/3

 

     ここに                  CBRm：その地点の平均ＣＢＲ 

                 CBR１,CBR２,･･････CBRｎ：各層のＣＢＲ 

                            h１,h２,･･･hｎ：各層の厚さ(cm) 

                                              h１+h２+･･･+hｎ=100 

 

〔注１〕路床が深さ方向にいくつかの層をなしており厚さ20㎝未満の層がある場合は、ＣＢＲの小さい方の層に

含めて計算し、CBRmを求める。 

〔注２〕CBRmの計算は、通常、路床が上部ほど高いＣＢＲを示している場合に適用することができる。路床の上

部に下部層とくらべ極端に弱い層がある場合には、舗装構造はこの層の影響を直接うけることになるの

で、CBRmを用いてはならない。このような場合には、全層がCBRの弱い層でできていると考えるか、また

は、その層を安定処理するか良質な材料で置き換えて計算をおこなう。 

   

 

 また、設計CBRの算出にあたり、先に述べた「極端は値」とは以降に示す、式5.1.3ならびに式

5.1.4により棄却される値のことを示す。 

 

Σｘ
2
－ｎｘ

2 1/2

ｎ－１
ここに、 σｎ-1  ＝（ ）

……式 5.1.2  
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最大値の棄却検定の式 

最小値の棄却検定の式 

区間のCBRを算出する際、2式から求められた計算値が表5.1.1のγの値を上回れば、CBRmの最大

値あるいは最小値を棄却してよい。 

表5.1.1 棄却検定に用いるγ（ｎ，0.05）の値 

ｎ ３ ４ ５ ６ ７ ８

γ（ｎ，0.05) 0.941 0.765 0.642 0.560 0.507 0.468

ｎ ９ 10 11 12 13 14

γ（ｎ，0.05) 0.437 0.412 0.392 0.376 0.361 0.349

ｎ 15 16 17 18 19 20

γ（ｎ，0.05) 0.338 0.329 0.320 0.313 0.306 0.300

(道路施設設計要領・防衛省) 

 式5.1.3、式5.1.4により「極端な値」をのぞいた試験値と式5.1.1により得られた区間のCB

R値は以下の関係により「設計CBR値」として評価される。 

表5.1.2 区間のＣＢＲと設計ＣＢＲの関係 

区間のＣＢＲ 設計ＣＢＲ 

 3以上  4未満  ３ 

 4以上  6未満  ４ 

 6以上  8未満  ６ 

 8以上  12未満  ８ 

12以上  20未満 12 

20以上 20 

(道路施設設計要領・防衛省) 

Ｘ2－Ｘ1

Ｘｎ－Ｘ１

[式4]γ ＝

Ｘｎ－Ｘｎ-1

Ｘｎ－Ｘ１

[式3]γ ＝ ……  式

……  式
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2) 設計CBRの算出

 得られた設計CBR試験結果より、設計CBRの算出を行う。なお、設計CBRの算出にあたり、本

設計区間(調査区間)を以下の2区間に区分することとする。 

表5.1.3 設計CBR算出に用いる区間 

区間 
地点番

号 

Ａ 

C-1

C-2

C-3

Ｂ 

C-4

C-5

C-6

C-7

C-8

(1)区間 A(No.C-1～C-3)

①CBR試験結果

地点No.Aに該当するNo.C-1～C-3のCBR値を改めて以下に示す。なお、舗装厚は0.5m(50cm)

と仮定している。 

表5.1.4 地点のCBR(区間A：No.C-1～C-3) 

地点番

号 

変状土CBR値(%) 

C-1 54.66 

C-2 89.56 

C-3 55.66 

②異常値の抽出

試験値にばらつきがみられるため、最大値ならびに最小値の棄却判定を行う。

【棄却判定】 

CBR＝54.66、89.56、55.66(％) 試料数ｎ＝3  

最小値＝54.66(％) 最大値＝89.56(％) 目標γ(n,0.05)＝0.941 

(極端に大きな値の棄却検定) 

 γ＝(55.66-54.66)/(89.56-54.66)＝0.971＞0.941  ∴CBR＝84.66(%)は棄却され

る。 
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(極端に小さな値の棄却判定) 

CBR＝84.6(%)が棄却され、対象試料数が2試料(CBR＝54.66、55.66(%))となったため、棄

却判定は行わない。 

③設計CBR値の算出 

 2試料となるため、標準偏差は用いず単純平均とする。 

 算出結果を表5.1.5に示す。 

 

表5.1.5 区間のCBRならびに設計CBR(区間Ａ) 

地  区 

CBR(%) 区間のC

BR 

（％） 

設計CBR 

（％） 
最

小値 

最

大値 

平均

値 

標準

偏差 

区間Ａ(C-1～C-3) 
5

4.66 

5

5.66 

55.1

6 
--- 20.0 20 

 CBR値の上限をCBR=20とする 

 

(2)区間 B(No.C-4～No.C-8) 

①CBR試験結果 

 地点No.Bに該当するNo.C-4～C-8のCBR値を改めて以下に示す。なお、舗装厚は0.5m(50cm)

と仮定している。 

 

表5.1.6 地点のCBR(区間B：No.C-3～C-8) 

地点番

号 

変状土CBR値(%) 

C-4 25.44 

C-5 27.19 

C-6 37.23 

C-7  2.90 

C-8 32.18 

 

②設計CBR値の算出 

 試験値にばらつきがみられるため、最大値ならびに最小値の棄却判定を行う。 

 

【棄却判定】 

CBR＝25.44、27.19、37.23、2.90、32.18(％) 試料数ｎ＝5  

最小値＝2.90(％) 最大値＝37.23(％) 目標γ(n,0.05)＝0.642 

 

(極端に大きな値の棄却検定) 
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   γ＝(37.23-32.2)/(37.23-2.90)＝0.146＜0.642  ∴CBR＝37.23(%)は棄却されな

い。 

(極端に小さな値の棄却判定) 

   γ＝(25.44-2.90)/(37.23-2.90)＝0.656＜0.642  ∴CBR=2.90(%)は棄却される。 

 

以上より「極端な値」を除外した試験値において算出された区間のCBR、設計CBRを表5.1.7に

示す。 

 

表5.1.7 区間のCBRならびに設計CBR(区間Ｂ) 

区  間 

CBR(%) 区間のC

BR 

（％） 

設計CBR 

（％） 
最

小値 

最

大値 

平均

値 

標準

偏差 

区間Ｂ(No.C-4～C

-8) 

2

5.44 

3

7.23 

30.5

0 
5.31 20.0 20 

 CBR値の上限をCBR=20とする 
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(2) 建設発生土としての評価 

 

1) 建設発生土の土質区分 

前述の室内土質試験結果を用い、建設発生土の土質区分を行う。 

土質区分は国土交通省、国官技第112号ならびに国官総第309号(平成18年8月)による「建設発

生土利用基準について」に準じる。 

 

・土質区分基準 

 国土交通省による建設発生土利用基準に基づき、以下の表5.2.1により土質区分を行う。 

 

表5.2.1 土質区分基準 
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 前出の室内コーン試験結果に示すとおり、所定の突固めにより作製した各試料のコーン指

数qcは、qc＝800(kN/m2)以上を示す。これらの結果ならびに表5.2.1より採取試料は「第2種」

の発生土となるが、一部試料において粘性土と砂質土の混合土であるものに対しては、安全を

考慮して「第3種」の発生土とした。以上より、 

 

qc＝800(kN/m2)以上を示し、かつ採取時の目視観察が「砂質土」であるもの 

  →「第2b種発生土」 

qc＝800(kN/m2)以上を示し、かつ採取時の目視観察が「砂質土」と「粘性土」の混合土

であるもの 

  →「第3b種発生土」 

 

に区分した。試験結果に基づく建設発生土区分を表5.2.2に示す。 

 

 

表5.2.2 室内コーン試験結果一覧表 

採取地点 C-4 C-6 

試料番号 C-4-1 C-4-2 C-4-3 C-4-4 C-6-1 

目視による土質区分 
礫混じ

り砂 

礫混じ

り砂 

礫混じ

り砂 

礫混じり砂

～   

礫混じり砂

質粘土 

礫混じ

り砂 

突固め回数 回/層 25 25 25 25 25 

コーン指数 qc(kN/m
2) 

9864 9806 4269 4469 5457 

表5.2.1による発生土

区分 
第2b種 第2b種 第2b種 第3b種 第2b種 

採取地点 C-6 C-7 

試料番号 C-6-2 C-6-3 C-6-4 C-6-5 C-7-1 

目視による土質区分 
礫混じり粘

土質砂 

礫混じり砂

～   

礫混じり砂

質粘土 

礫混じ

り砂 

礫混じ

り砂 

礫混じり粘

土質砂 

突固め回数 回/層 25 25 25 25 25 

コーン指数 

qc(kN/m2) 
1377 5133 7105 3861 1191 

表5.2.1による発生土

区分 
第2b種 第3b種 第2b種 第2b種 第2b種 

採取地点 C-7 C-8 B-2 

試料番号 C-7-2 C-8-1 C-8-2 B-2-1 B-2-2 

目視による土質区分 
礫混じ

り砂 

礫混じり粘

土質砂 

礫混じり粘

土質砂 

礫混じ

り砂 

礫混じり砂

～   
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礫混じり砂

質粘土 

突固め回数 回/層 25 25 25 25 25 

コーン指数 qc(kN/m
2) 

5617 2759 6583 6744 1840 

表5.2.1による発生土

区分 
第2b種 第3b種 第2b種 第2b種 第3b種 

 以降に示す表5.2.3の各表に建設発生土区分ごとの適用用途を示す。各表によると、「第2b

種」、「第3b種」ともに建設発生土の使用にあたっては、ともに評価が高く、概ね「◎：その

まま利用が可能なもの(留意事項あり)」に区分され、一部で「〇：必要な土質改良を行えば利

用可能なもの」に区分される。 

 建設発生土の利用にあたっては、表5.2.3の各表を照らし合わせ適切に利用することが望ま

しいが、場外搬出を伴う場合、受入先の求める各種試験が土量または面積ごとに必要となるこ

とがあるため、十分な事前調査等が必要となる。 
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表5.2.3(1) 適用用途標準(1) 
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表5.2.3(2) 適用用途標準(2) 

 

表5.2.3(3) 適用用途標準(3) 
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